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◆ 地球温暖化の影響か，異常気象が続いております
が，皆様お元気でお過ごしですか？ 各地で記録的な
集中豪雨が発生，特に東北地方南部から北陸地方に
かけての地域で大きな被害が発生しました．被災者
の皆様には心よりお見舞い申し上げます．その一方，
関東を中心とする地域では記録的な猛暑，甲府市で
40.4度，観測史上2番目の高温を記録しました．そし
て南の方を見ると大型台風が虎視眈々と日本をねら
っています．
◆ さて今月号は，金鉱床・鉱業活動・環境汚染・活
断層・メタンハイドレート・博物館紹介など，さまざまな
話題が詰まった1冊になりました．特集号が続いたた
めか，新鮮さ？違和感？を感じるような気もします．
◆ 石原特別顧問の「縞状鉄鉱層と金鉱床」は，日本
では見られない古い時代の金鉱床の話，見たことも
ない金鉱石や日本では見られなくなった鉱山の風
景・異国情緒たっぷり人々の生活などの写真を見な
がら，楽しく読んでいただけると思います．
◆「モンゴルにおける鉱業活動」は国際協力機構の
専門家としてモンゴルに赴任していた高橋氏から寄
せられました．最近増えたと言ってもまだまだ情報の
乏しい地域の最近の鉱業事情についての貴重なデー
タ，鉱業や経済関係者から注目されそうです．
◆ 川幡氏の「危険化学物質による環境汚染」は最近
注目されている世界的な重要問題であり，私達一人
一人の健康にも関係する切実な問題でもあります．
今後この続きが連載されますので，これを参考に私

達自身，健康の保持に，環境の改善に何ができるの
か？何ををすべきか？考えてみたいものです．
◆ 活断層研究センターからは（財）地域地盤環境研究
所との「大阪堆積盆地の活断層と地震動予測」に関
する合同研究発表の概要が，地圏資源環境研究部門
からは「日本のメタンハイドレート」に関する成果報告
会と地質標本館での特別展示の概要が報告されまし
た．どちらの課題も両センター・部門の重要課題，今
後の研究の進展が注目されます．
◆「磐梯山噴火記念館」は佐藤副館長による同館の
紹介です．磐梯山の山体崩壊は近代火山災害史上，
最大の災害の一つ．日本各地で想定される火山災害
を考える上で貴重な情報，それらが詳しく展示されて
いるようです．是非，訪れてみたいものです．
◆ 高木・深谷氏の「土浦・八坂神社の礎石」は石材
と神社や物流の歴史にまたがる興味深い話，皆さん
の身近かな所にも，こんな興味深い話がたくさんあり
そうですね．
◆ 加藤氏の「みちのく石便り」は福島県下のさまざま
な石にまつわる楽しい話です．まもなくやってくる秋
の行楽シーズンに「磐梯山噴火記念館」とともに訪ね
てみてはいかがでしょうか．
◆吉田氏の「阿波の土柱」も，その名のいわれや成因
など興味深く読んでいただけると思います．こんな記
事を読んだ上で，現地を訪れることができれば，土柱
も一層素晴らしく見えるでしょうね？

（須藤定久）




